
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

「やす民報」は、しんぶん「赤旗」とともにお届けしています。ぜひお読みください。日刊紙３４９７円、日曜版９９０円、滋賀民報４７０円 

 

 

日本共産党野洲市委員会         
２０２５年６月１５日 №５８９ 
 

共産党野洲市議団  検索 

小菅康子 比江 668-３ （電話・ＦＡＸ）５８９－４９７１ 
工藤義明 小篠原８７９ （電話・ＦＡＸ）５８８－１８５６ 
野並享子 北野１-7-10 （電話・ＦＡＸ）５８７－０９８５ 
東郷正明 比江８６４  （電話・ＦＡＸ）５８９－４１５８    
日本共産党野洲市委員会が見解を発表しましたのでお知らせします 

 
 

 
 

 参院選直前の演説会です。佐藤こうへいもお話ししますご参加ください 

「コメは足りてる。生産を減らせ。値段

は市場が決める」と、生産と供給の責

任を投げ捨ててきた自公政権です。そ

のしわ寄せが今日の事態の元凶です。 

国の責任で農家がコメづくりを続けら

れる価格を保障し、消費者に手ごろな

値段で提供する。こうすれば価格は下

げられます。増産の政治にチェンジを。 

２０００年前後は約２００万トンあった

備蓄米。小泉大臣は「全部放出」と言

いますが、いざというとき“備蓄ゼロ”

では危険です。 

   

91 万ｔ（昨年６月） 
Manntonn  

２０２４年 

２０００年前後 

備蓄米の量 

備蓄米放出で 
ゼロとなれば危険 


